断続切削に関する基礎的研究 by イナミ, ヤスシ & 稲見, 靖
Osaka University
Title断続切削に関する基礎的研究
Author(s)稲見, 靖
Citation
Issue Date
Text Versionnone
URL http://hdl.handle.net/11094/30940
DOI
Rights
<55]
稲
み や靖すし氏名・(本籍) 見
学位の種類 工 字 博 士
学位記番号 弟 2 998 干Eヨコ
学位授与の日付 昭和 49 年 2 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当
学位論文題目 断続切削に関する基礎的研究
論文審査委員 教(主査授) 井川 直哉
(副査)教授築添 正教授津和秀夫教授中川憲治
教授長谷川嘉雄
論文内容の要旨
本論文は、断続切削における切削力を精密測定し、工具-工作物系の力学モデルを考え、これらと
工具摩耗のアナログシミュレーションによって衝突振動とその影響、ことに工具摩耗について定量的
な説明を試み、さらに工具摩耗に抑える目的で開発された耐振動性工具について検討を行ったもので、
6 章に分けて論述している。
第 1 章では、本研究の背景とそれに関連する従来の研究成果の概要を述べ、断続切削にみられる工
具摩耗や仕上面性状の特異な現象を解明する重要な鍵は従来ほとんど研究がなされていないと思われ
る工具と工作物の衝突に基づく過渡振動にあるという観点から、急激な立ち上がりを持つ過渡的な切
削力の認識や解析的な工具 工作物系の力学系の確立が重要であることを指摘し、本研究の目的と意
義を明らかにしている。
第 2 章では、断続切削における急激な立ち上がりを持つ切削力を測定するために、加速度ピックア
ップとひずみゲージの組合せによる切削動力計を提案し、その設計原理および適用限界を示している。
この動力計によれば120 kHz の共振周波数を持つ加速度ピックアップを用いると、誤差E =0.01 を許
した場合、切削力の立ち上がり時間 τ。=10-5 S を持つ切削力が測定できる。
第 3 章では、第 2 章で示した設計原理に基づく切削動力計(加速度ピックアップ。の共振周波数120kHz)
を備えた、単純な力学系で工具-工作物系が表現できる振子型切削試験機を試作し、それを用いて断
続切削における切削力を測定している。それによると切削力の立ち上がりは τ。=20μs にも及ぶほど急
激な場合もあり、これが振動の原因となるが、このような早い立ち上がりに対しでも切削力は通常の
切削力と比較して大きくならないことがわかった。
第 4 章では、衝突振動とその効果、ことに衝突振動と工具摩耗の関係について定量的な取扱いを試
みている。まず切削力と工具一工作物系の力学モデルを考え、つぎに工具摩耗のアナログシミュレー
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ションとその結果を示している。それによると、衝突振動に基づく工具摩耗の主役は切削速度の変動
であり、工具 SKH3で被削材 S45C を切削した場合、安定振動の下においてさえ振動を伴わない場合
と比較して工具摩耗量(体積)は最大でほぼ 8 倍になることが明らかにされた。さらに断続切削での工
具摩耗を抑制するには、工具側では工具の減衰能に着目するのが最も効果的であり、高い減衰能を持
つ工具が望ましいことを指摘している。
第 5 章では、衝突振動に基づく工具摩耗を抑制する目的で、高い減衰能を持つサンドイツチ構造の
耐振動性工具を提案している。この工具は理論的には、第 1 層と第 2 層の厚さの比が(h2/h 1) =0.1の
場合、勇断損失率 (ô/ôc ) 今 0 .4を持たせることができるが、炭素鋼と塩化ビニール樹脂の組合せによ
って試作された実用的な工具では (ô/?c) =0.06であった。更にこの工具を用いて断続切削を行った結
果、工具にげ面摩耗幅は通常の工具のそれと比較して安定振動の下で約1/2、共振下で約1/3 となり著
しい効果が認められた。
第 6 章は本研究を通じての総括で、以上の結果をまとめたものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は、切削工学ならびに切剖技術のなかでももっとも問題になりながらほとんど研究の行なわ
れていない断続切削について、その基礎的現象を系統的に解明した研究をまとめたものである。まず
従来ほとんど定量的に知られていない切削工具の工作物への衝突時の切削力を精密測定する方法を開
発しその実体を明らかにした。次にその結果に基づき切削系のモデル化を行ない断続切削における工
具衝突の工具摩耗への影響について理論的、実験的解析を行ない、また各種力学的パラメータの効果
についてはアナログシミュレーションによってそれらの影響を定量的に示した。そしてこれらの結果
をもとに断続切削に対して有効な高減衰性工具を提案し、その設計方法を示し、効果を確かめている。
以上の研究成果は切削現象について新知見を加えかっ切削工具の断続切削への適用について重要な
指導指針を示すものであり、工学上また工業上貢献するところが大きく博士論文として価値あるもの
とみとめる。
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